巴戦

　大相撲の巴戦は、確率の演習問題として、比較的有名です。大相撲の場所が済んで、一番勝ち数の多い力士が２人のときは、優勝決定戦が行われます。一番勝ち数の多い力士が３人のときは、巴戦と呼ばれる次のルールで優勝者を決めるのです。

　２人戦を行い、取り組みに負けたら次の取り組みは休む。前の取り組みで休んでいたものと、前の取り組みの勝者とが対戦する。はじめて連勝したものが優勝。

　誰と誰とがどのような資格で取り組んでいるかという「状態」は、３人の力士をＡ，Ｂ，Ｃとすると、［　前回の勝者、前回休んでいたもの、前回の敗者　］と並べる順列６通りと、初期状態、Ａが優勝、Ｂが優勝、Ｃが優勝。都合10通りの状態があります。

　ある状態から、他の状態に移れるかどうかを「辞書」のシートに記述してあります。それをマクロで利用して、if文が複雑になるのを避けています。

　この確率は、はじめに取り組みをするのを、Ａ，Ｂ，Ｃとして、各々が優勝する確率の比は、５：５：４　です（力士の「実力」は同等で、どの取り組みでもそれぞれが勝つ確率が0.5　としての話しです）。うっかりすると、１：１：１　って思っちゃいそうですが、微妙に違うのです。

　５：５：４　で良いかどうかを多数回試行してみて、相対度数が５：５：４に近づくかどうか。。。　結果をχ自乗検定をすることは、ワークシート関数に　chitest　があるので、比較的簡単にできます。

　70回試行する実験をする作品でしたが、その実験を20回繰り返すよう補作しています。

　このファイルからどのような発展が可能かメモしておきましょう。

· 70回が「多数回」としてはふさわしくないのではないか。回数を変えてみて下さい。

· 決着を付けようとしているのは、５：５：４か、１：１：１かですから、

「もし、１：１：１だとして、χ自乗検定した結果」と見比べるとよいのでは？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　index.htm
